Ⅴ、多発する高齢者の死亡事故
昨年、愛知県内で発生した死亡事故は235人で全国ワーストという残念な結果となっています、さらに我が豊橋署管内は14人で県内ワースト2位となっています。
　亡くなられた14人のうち12人が65歳以上の高齢者であり、愛知県全域では事故死した235人のうち高齢者は123人、52.3％であるのと比べても突出しています。

　市内で起きたお年寄りの死亡事故12件の内訳は横断中に車にはねられたのが3件、自転車で横断中が1件、自分で運転中が8件。豊橋署によると運転中の死亡事故が多いのはここ数年の傾向と言います。

　団塊の世代が運転免許証を取得できるようになった昭和40年代は、車が大衆車として大きく普及していった時期と重なるわけで、この世代がいよいよ高齢者の仲間入りをする時代になって、交通事故の分野にも高齢社会の影が大きく反映されています。

　また、事故直前にハンドルに寄り掛かったり、近くの歩行者から蛇行運転が目撃されるなど、体に異変を感じていたとみられるケースもあり、「運転前には体調をしっかり確認し、運転中でも体に異変を感じたら、休憩をはさむなどの対処をしてほしい」と豊橋警察署は呼びかけています。

　お年寄りが乗車の際に気を付けるべきことは何か。70歳以上の免許更新に必要な高齢者講習を行っている自動車学校の校長は「一時停止線でしっかり止まれない人が多いので、早めのブレーキを心掛けるべき。社外の様子を把握するため、耳が遠い人は補聴器を付けた方がいい」と注意を呼びかけています。

　一方、署は市と協力して車を運転しなくても支障のない高齢者に、免許証を返納して運転経歴証明書の交付を受けることを促しています。手数料として1000円かかりますが、この証明書で本人確認ができるようになり喜ばれています。

　しかし、市域が260㌔㎡と広いうえ、公共交通機関が不十分なので、運転免許証を返納すると移動手段がなくなり、お年寄りがますます孤立していく事になりかねません。

　高齢社会の高齢者が被害者になったり、加害者になったりする深刻な事態の打開のために以下伺います。

 

（1）最近の高齢者が被害者になったり、加害者になったりする死亡事故に対してはどのような対策をなされているのか伺います。

 

（2）市域が広く、公共交通機関が十分でない本市において、高齢者の免許証の返納は、高齢者の孤立という問題もあります。当局の考え方を伺います。

 

【参　考】

2012/11/30　中日新聞　「最近は運転中多く」

2012/12/17　東日新聞　「豊橋署管内で死亡事故多発」

 

